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 1 施策の全体体系 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 方 向 と 基 本 施 策 

 

第６章 
施策の展開 

≪ 目 指 す 姿 ≫ 
家庭・地域・学校の強い絆のもとで、よりよい未来を創造する高い志を持った、心身とも

に健やかな子どもが育っています。 
 そして、人々が生きがいを持って、生涯にわたり、多様に学び、交流する中で、潤いのあ
る文化を守り育む地域社会が形成されています。 

 

目標 1 
夢と志を持ち、そ
の実現に向けて自
ら考え行動し、社
会を生き抜く人間
を育む 

目標 2 
家庭・地域・学校の
教育力の充実と連
携の強化を図り、
山元の豊かな教育
資源を生かしなが
ら社会全体で子ど
もを守り育てる環
境をつくる 

目標 3 
次代を支える社会
の一員として、歴
史が培ってきた文
化や規範を尊重
し、思いやりの心
に富んだ人間を育
むとともに他国の
文化の理解を深め
る 

目標 4 
生涯にわたり学
び、互いに高め合
い、充実した人生
を送ることができ
る地域社会をつく
る。 

 

 

 

 

基本方向 1 
豊かな人間性や社
会性の育成 

 

 

 

 

基本方向 2 
確かな学力の育成 

 

 

 

基本方向 5 
家庭・地域・学校の
連携・協働の推進 

 

 

 

 

基本方向 3 
健やかな身体の育
成 

 

 

 

 

基本方向 4 
教育環境・教育活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方向 6 
伝統・文化の尊重と
文化財の保護と活
用 

 

基本方向 7 
生涯にわたる学習・
文化芸術・スポーツ
活動の推進 

 

 
 

基本方向 8 
防災教育をとおした
命を守る意識の高
揚 
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２ 基本方向と基本施策 

基本方向 1  豊かな人間性や社会性の育成 

 

（１）生きる力を育む志教育の推進 

● 新学習指導要領の中で、一人一人のキャリア形成と自己実現を支援するキ

ャリア教育の推進が新たに求められています。宮城県独自の「志教育」は、

人や社会とかかわる中で社会性や勤労観を養い、集団や社会の中で果たすべ

き自己の役割を考えさせながら、将来の社会人としてのよりよい生き方を主

体的に求めさせていく教育で、まさにキャリア教育そのものです。 

 小学校段階から児童生徒の発達段階に応じた系統的な教育活動を通じて、

学習や体験活動の成果を夢や目標につなげていく力、興味を持ったことを追

究する力、習得するまで努力する力、豊かな人間関係を築くコミュニケーシ

ョン力、自己の役割を果たすことを通して自己肯定感や自己有用感を高める

など、発達段階に応じた豊かな心を持った人づくりを進めます。 

 

● 自らの夢や志、生き方について主体的に探究し、一人一人が将来の職業人、 

社会人としての自己を見据えて、主体的に学ぶ意欲と目標を持って努力して 

いけるよう、中学校では「立志式」、小学校では「自分の将来の夢発表会」 

などの夢や志の表現・発表の場を教育課程に位置付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※6 

夢を育み一人一人 

の志の実現へ 

 感動 

 

 

<「志教育」の推進> 

やる気 
 元気 社

会
で
の
役
割
を 

「は
た
す

」 

人
と 

「か
か
わ
る
」 

よ
り
良
い
生
き
方
を 

「も
と
め
る
」 

社会において果たすべき役割の認識 

自己有用感の高まりと将来のへの展望 

自ら学び、自ら考える姿勢の涵養 

「学ぶ意義」の実感と学習意欲の向上 

自己理解・他者理解の深化 
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（2）道徳教育の推進 

● 「特別の教科 道徳」の指導実践が本格化し、各学校において指導計画に 

基づき道徳教育が推進されています。他教科との横断的なつながりや地域 

や児童生徒の実情に応じた重点的な指導を行うなど、より一層充実した道 

徳教育の実践を目指します。 

 

● ふるさとを愛する心、自他の命を大切にし互いに尊重し合う心、思いやり 

の心、社会の一員としての規範意識、自己肯定感、自己有用感などを育てる 

道徳教育に取り組みます。 

  

（3）いじめ・不登校への対応 

● 学ぶことの楽しさや意欲を育む「分かる授業」の実践や互いに認め合う 

学級づくり、道徳教育、学校行事を含む特別活動等の体験活動などを通し 

てよりよい人間関係づくりに取り組ませることにより、自己肯定感や自己 

有用感を育み、学校生活に対する充実感を高め、すべての児童生徒が「行 

きたくなる学校」づくりを目指します。 

  

 ● 専門的知識・経験を有するスクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカーや「子どもの心のケアハウス」を含む専門機関との連携を図るな

ど教育相談体制の充実を図るとともに、「チーム学校」として、いじめ・

不登校の未然防止、早期発見、早期対応及び継続的な指導・支援に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点的事項 1 

重点的事項2 

※7 

<いじめ・不登校、心のケアに関する体制イメージ> 

学 校 

「分かる授業」づくり 互いに認め合う学級づくり 

 
・いじめ・不登校対策担当者、安全担当主幹教諭 
・生徒指導主事（主任）、養護教諭 
・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー 
・心のケア支援員 

 

支援・指導体制 

 
宮城県 
・心のケア、いじめ、不登校等 
 対策支援チーム 
山元町教育委員会 
・適応指導教室 
・子どもの心のケアハウス 

家 庭  
・警察 

・医療機関 
・民間施設 

行政（教育・福祉） 地域・関係機関 
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基本方向 ２  確かな学力の育成 

 

（１）基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の伸長 

● 児童生徒が分かる喜びや楽しさを実感し，充実した学校生活を送り，一 

人一人が志を抱いて希望する進路を実現していくため，自らの可能性を最 

大限伸ばせるよう基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図るととも 

に，自らの考えや思いを表現する力を育て，学んだことを活用して考える 

「確かな学力」を育成します。 

 

● 基礎的・基本的な知識・技能を身に付けるためには，そのベースとなる 

学習規律をしっかり身に付けておく必要があります。町内全小・中学校の 

教職員共通理解のもと統一して，学習の約束，持ち物の準備，話の聞き 

方・話し方などについて足並みをそろえて指導することで，よりよい学習 

態度を育成します。 

 

<学びの基本リーフレット 小学校上学年用> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点的事項 3 
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● 各家庭において学習習慣が確立・定着するよう，家庭と密接に連携し推 

進します。特に，自主学習を推進し，自分から進んで学習に取り組むこと 

ができる児童生徒を育成します。 

 

● 学習指導要領では、新しい時代に必要となる資質・能力を、「知識及び 

技能」「思考力・判断力・表現力など」「学びに向かう力、人間性など」の 

３つの柱から整理しています。その中で「学びに向かう力、人間性など」 

は，数値で測定できない個人の特性による能力(非認知能力)であり，他の 

２つの資質・能力を身に付けるためのベースとなるものです。非認知能力 

は，あらゆる発達段階において，あらゆる教育活動において身に付けるべ 

きものであることから、家庭だけでなく地域とも連携し育成していきま 

す。 

 

（2）「分かる授業」への授業改善 

 ● 本町では，令和元年度から県総合教育センターの「市町村教育委員会と 

の連携による学校サポート事業」を活用し，小小連携による算数科の共同 

研究に取り組んできていました。その成果をステップアップし、令和 4 年 

度からは山元中学校を含めた小中連携に取り組みます。異校種間の学びの 

連続性を踏まえ、協働による授業づくりの取組を進めることで，教職員の 

授業力向上を図ります。 

 

● 学習指導要領では，重要なポイントとして「主体的・対話的で深い学

び」をあげています。また、令和３年１月２６日に中央教育審議会答申と

して「令和の日本型学校教育」が示されました。その中では「個別最適な

学び」「協働的な学び」を一体的に充実し「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善につなげる必要性が述べられています。本町で

は、これまでの共同研究で「意見の交流」に重点をおき研究を進める中

で，「自分の思いや考えを表現する力」が十分に満足できる状況にないこと

が課題として明確になっています。これまで以上に小・中学校間の連携を

強化し「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組む

ことで，本町の児童生徒の課題である「自分の思いや考えをもとに行動で

きる児童生徒」の育成を目指します。 

 

（3）ICT教育の推進 

 ● 多様な児童生徒を誰一人取り残すことなく育成するため、「個別最適な学 

び」「協働的な学び」の一体的な充実を図ることが求められています。そ 

のために、GIGA スクール構想を加速させることで、学びの保障を早期に 

重点的事項 4 

※8 
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具体化し、情報化社会に主体的に参画する態度や、情報モラルを含む情報 

活用能力を身に付けさせ、自ら学び・考え・行動する児童生徒を育成しま 

す。 

 

 ● 分かりやすく深まる授業を実現し、児童生徒の「確かな学力」を育成す 

るため、ICT を効果的・効率的に活用する授業を推進します。教員の ICT 

活用能力の向上を図るとともに、教科指導における ICT 活用を進めます。 

 

 ● 災害や感染症の発生による学校の臨時休業等の緊急時においても、ICT 

の活用等により学びを保障できるよう取組を進めます。 

 

（4）国際理解を育む教育の推進 

● 学習指導要領では、外国語によるコミュニケーションにおける見方・考 

え方をはたらかせることにより、コミュニケーションを図る基盤となる資 

質・能力を育成することを重視しています。国際共通語である英語力の向 

上に向けた教育を推進し、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態 

度を養います。 

 

● 他国の文化、生活習慣等を理解し互いを尊重して共に生きていくための 

能力や態度を育成するため、ALT を適切に配置するとともに、デジタル教 

材の活用などにより小学校段階からの外国語教育を推進していきます。 

  

（5）特別支援教育の充実 

 ● 障害の有無によらず、多様な個性を持つすべての児童生徒が心豊かな生 

活と共生社会の実現を目指し、幼児期から学校卒業まで切れ目のない一貫 

した指導や支援が行えるよう、一人ひとりの様々な教育的ニーズに応じた 

きめ細かな教育を推進します。 

  

 ● ライフステージに応じた必要な支援を行うために、幼児期から学校卒業

まで継続して「個別の教育支援計画」を活用します。教育、医療、福祉、

保健等と連携のもと、専門的な教育相談・支援が受けられるよう支援体制

の充実を図ります。 

  

 ● 障害の特性に応じた指導の工夫を行うため、「個別の指導計画」を活用 

し、合理的配慮の提供を含めた個に応じた指導や支援の充実を図ります。 

また、特別支援教育支援員の配置の充実を図り、多様な教育的ニーズに応 

じた学びの場の実現を図ります。 

※9 

※11 

※10 
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基本方向 ３  健やかな身体の育成 

 

（１）知育・徳育にもつながる基本的生活習慣の定着 

● 高度情報化社会の中、児童生徒の生活も大きく変化してきています。テ 

レビ、インターネット、スマホ、タブレット、ゲーム等が児童生徒の身近 

な物となり、その使用時間が年々増加傾向にあります。それに伴い、就 

寝・起床時刻の乱れなど基本的な生活習慣に大きな影響が出ています。ま 

た、これらの長時間にわたる使用は、「学力」との相関関係も指摘されて 

います。 

 さらに、メールやＳＮＳをめぐる誹謗中傷やいじめといった問題が生じ 

るとともに、テレビやインターネットの普及により、家族間のコミュニケ 

ーション不足が親子関係の希薄さにつながり「子供たちの心の成長」にも 

大きな影響を与えています。 

  

● 全国学力・学習状況調査の質問紙調査や町養護教諭部会の生活アンケー 

トなどにより児童生徒の生活実態を把握するとともに、その結果を示し基 

本的な生活習慣を身に付ける意義や方法を指導することで、児童生徒自身 

が生活を見直すきっかけとし、心身の健康の保持増進への意識の高揚を図 

ります。 

 

● 山元の子ども「３つの約束」について、児童生徒自身にその意義や現状 

について考えさせることで意識化させ、主体的な取組に変えていけるよう 

指導していきます。また、お便りや懇談会を通して、家庭・地域と情報を 

共有することで、基本的生活習慣の定着はもとより、家庭学習時間の確 

保、望ましい親子関係を通した児童生徒の心の成長も図っていきます。 

 

（2）体力・運動能力の向上 

● 体を動かす楽しさや喜びを感じることを通して、運動習慣の定着につな 

げるとともに学校体育の充実を図り、体力・運動能力の向上に取り組みま 

す。 

 

● 児童生徒の体力低下の現状を踏まえ、運動や健康維持の重要性、外遊び 

の大切さ、スポーツの楽しさなどを児童生徒及び保護者に発信し、体力・ 

運動能力の向上に対する意識の高揚を図ります。 

重点的事項 5 

※12 
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（3）食育の推進 

● 児童生徒が主体的に望ましい食習慣を身に付けられるよう、各教科との 

関連を図りながら「食に関する指導に係る全体計画」に沿って指導を進め 

るとともに、学校給食を生きた教材として活用し、毎日の給食指導や栄養 

教諭による出張授業などで、食に関する指導の充実を図っていきます。 

また、家庭との連携を図り、望ましい食習慣や食の楽しさ・大切さに気

付かせ、学校給食を通じたより良い人間関係の醸成を図っていきます。 

 

● 宮城や山元の食材を使用した地域の伝統的な郷土料理や行事食を積極的 

に学校給食に取り入れるとともに、地元に伝わる郷土料理を体験する機会 

を設けて、地域の生産者や住民との交流に取り組むなど地元の食材や食文 

化についての理解と関心を深めます。 

 

 

 

 

<山元の子ども「３つの約束」 小学校上学年用> 
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基本方向 ４  教育環境・教育活動の充実 

  

（１）小学校再編の計画的推進 

 ● 教育委員会では、平成３０年１２月に小・中学校再編方針を下記の通り 

示しました。 

 

 

 

 

 

 ● 上記の方針に則り、中学校については町内２つの中学校を再編し、令和 

３年４月に山元町立山元中学校が開校しました。 

 

 ● 小学校４校の再編についても、上記の方針にのっとり、児童生徒にとっ 

てよりよい学びができる環境を整えていけるよう計画的に再編準備を推進 

していく必要があります。 

 

（2）「みのりプロジェクト推進事業」（学校教育充実事業）の推進 

 ● 町としての教育の方向性や取り組むべき課題について協議するととも 

に、知・徳・体の各領域における課題や改善策について検討し、町全体と 

して学校教育の充実に取り組みます。 

 

 ● 「みのりプロジェクト推進事業」は３期１０年の計画であり、令和３年 

度は１期の最終年となります。これまで、本町の学校教育が直面する喫緊 

の課題である「学力向上」「学校再編」「教育振興基本計画」「コミュニテ 

ィ・スクール」「２学期制」などについて、知育・徳育・体育の３部会を 

設置し、それぞれ担当校長のもと、既存の担当者会を活用しながら各領域 

での実践を行い、成果を上げてきています。 

 今後、第２期、第３期と進んでいく中で、小中連携教育を推進していく 

とともに、山元町の児童生徒のよさを生かしながら、本町の児童生徒の大 

きな課題である「自分の思いや考えをもとに行動できる児童生徒の育成」 

を目指していきます。 

 

 

≪小・中学校再編方針≫ 

小学校：１０年後を目途に「小学校１学校区」 

中学校：２０２１年（令和３年）４月に「中学校１学校区」現山下中学校を活用 

重点的事項 6 
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（3）教職員の働き方改革の推進 

 ● 教員の人間性や創造性を高め、児童生徒と向き合う時間を確保し、児童 

生徒に対して効果的な教育活動が行うことができるようにするために、教 

員のこれまでの働き方を見直し適正な勤務時間の管理等を推進します。 

   

● 出退勤システムを導入し、教職員の勤務時間に対する意識の変革を図 

り、長時間勤務の縮減に努めます。また、時間の使い方、仕事に対する取 

り組み方など業務の質的転換を図ります。 

 

 ● 校務の情報化については、校務支援システムを導入することで校務の効 

率化を実現し、教職員の事務負担の軽減を図ります。 

 

● 長時間勤務によるストレスなど心身のケアを計画的に行い、教職員が健 

康で職務に専念できるよう健康管理対策の充実を図ります。 

 

 

 

<「みのりプロジェクト推進事業」について> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進会議 
中学校再編・魅力ある中学校づくり 

知育部会 コミュニティ・スクールの推進 教育振興基本計画の改訂 
「分かる授業」の構築 

「自力思考をもとにした意見交流」「自主学習ノートのすすめ」 

教育課程編成 

連携サポート事業による授業改善 標準学力調査活用 

幼・保・小連携、小小連携、小中連携の推進 大学との連携による研修の実施取組 

「３つの約束」の充実 
自律した生活習慣の指導 
基本的な生活習慣の指導 

行きたくなる学校づくり 

いじめ・不登校対策推進 
日常的な体力づくりの取組 

道徳教育の充実 
健康指導・食育指導 

徳育部会 体育部会 

地域との連携・ 

 

大学との連携 

 

保護者との連携 
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基本方向 ５  家庭・地域・学校の連携・協働の推進 

 

（１）コミュニティ・スクールの導入と地域学校協働本部の連携 

 ● 平成２９年４月１日より施行された「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」の中で、コミュニティ・スクール(学校運営協議会を置く学校)

の設置の努力義務やその役割の充実等の内容が示されました。また、学習

指導要領の中でも「社会に開かれた教育課程」が重要視されています。 

本町では、令和３年度に山下小学校でコミュニティ・スクールを先行導

入するとともに、３か年計画で町内全小・中学校に導入します。学校と地

域の人々が目標を共有し、地域と一体となって児童生徒を育む「地域とと

もにある学校づくり」を推進します。 

 

 ● 学校を核として地域全体で目標やビジョンを共有し取り組む「コミュニ

ティ・スクール」を推進することで、地域と学校の信頼関係が高まり、両

者の活性化につながるものと考えます。また、地域の皆さんと子どもたち

が触れ合うことで、地域への愛情が生まれると同時に、安全・安心な教育

環境がつくられるよう進めていきます。 

 

（2）小小連携、幼保小連携、小中連携の強化 

● 幼稚園・保育所・小学校・中学校の連携を強化することで、「小１プロブ

レム」や「中１ギャップ」等の課題を改善し、児童生徒が「行きたくなる

学校づくり」を目指します。 

 

● 小学校再編に向けて、子供同士の交流活動の充実、学習規律の統一、共 

同研究による授業改善など、町内４小学校が連携・推進していきます。ま 

た、異校種間の学びの連続性を踏まえ、教職員の相互理解や情報共有を確 

立し、小・中学校間のより一層の連携強化を図ることで、本町の児童生徒 

の課題改善に取り組みます。 

  

 ● 幼稚園・保育所から小学校に円滑に進学できるように、幼児の体験入学

や情報交換会を開催するなど、幼稚園・保育所と小学校とで十分な連携を

図ります。 

 

重点的事項 7 

※14 

※13 
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（3）子供たちの体験活動の推進 

 ● 児童生徒が、直接自然体験をしたり、文化芸術を体験したりする機会が

減少する中、学習指導要領では、豊かな心や健やかな体を育成するために

「体験活動の重視」がポイントとしてあげられています。地域の方や専門

家を招いたり、企業や大学と連携したり集団宿泊学習の中で自然体験を取

り入れたりするなど、体験活動を積極的に教育課程に位置付け、豊かな感

性を育んでいきます。 

 

（4）家庭教育支援の充実 

 ● 少子高齢化・核家族化が進み、共働き世帯が増加するなどの社会情勢の 

変化により、家庭の教育力の低下が指摘されています。家庭は、児童生徒 

の健やかな育ちの基盤であり、家庭教育はすべての教育の出発点です。児 

童生徒の心身の調和のとれた発達のためにも、家庭の教育力の向上に向け 

た支援を充実します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 坂元小学校 さつまいも掘り  山下第一小学校 着衣水泳 

 山下小学校 運動会「徒競走」  坂元小学校 坂元こども神楽 
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基本方向 ６  伝統・文化の尊重と文化財の保護と活用 

 

（１）伝統・文化の尊重と理解 

● 本町の歴史や伝統文化の理解を深めるため、豊かな歴史文化の特質や価

値について、普及啓発活動を通じ広く町民への共有を図り、ふるさとを愛

する心を醸成します。 

  

● 本町の歴史・文化の拠点施設である歴史民俗資料館を活用し、町民が望

む町の歴史や伝統・文化の情報を適切な形で提供することができるよう展

示内容の充実や各種講座等による学習機会の提供、支援体制の強化を図り

ます。また、町の公式ウェブサイトや「広報やまもと」等により、世代間

ギャップを意識した効果的な広報活動を行い、町の歴史等の積極的な情報

発信を図ります。 

 

● 本町の民俗芸能を身近に感じる機会として地域に伝わる神楽等の伝統芸

能の体験学習を推進するとともに、地域住民の参加と継承を図るため、民

俗芸能保存団体の活動を支援します。 

 

（2）文化財の保護と活用 

● 地域に伝わる伝統芸能や伝統行事、貴重な文化財を適した形で保護・保

存しながら、それらを活用した活動を推進し、後世に適切に継承・発展さ

せていこうという意欲や意識を育てます。 

 

● 合戦原遺跡をはじめとする発掘調査の出土品や線刻壁画等の埋蔵文化財

を適切に保護・保存するとともに、その調査成果から得られた過去の自然

災害や地域の歴史について学べる機会を提供し、理解と関心を深めます。 

 

● 地域に残る民俗資料や古文書等の大條家関連資料、その他建造物等とい

った有形文化財を適切に保護・保存するとともに、伝統芸能や民間信仰な

どの無形文化財の記録作成や、寺社をはじめとする個人所有の文化財の把

握と保護に努め、その公開・講座等の普及事業を実施し、町民の理解・関

心を深めます。 

 

● 歴史民俗資料館所蔵資料の整理を継続的に行い、町の貴重な歴史資料の

保護・保存に努め、その公開と計画的な活用を図ります。 

 

● 町の貴重な文化財を保護するため、有形文化財や埋蔵文化財などの調査

を行い、必要となる文化財指定登録を進めます。 

重点的事項８ 
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基本方向 ７  生涯にわたる学習・文化芸術・スポーツ活動の推進 

 

（１）地域をつくる生涯学習・文化芸術の推進 

● 生涯学習関連施設における取組や文化芸術活動に主体的に参加できるよ

うに、個人や社会のニーズに応じた学習機会や活動しやすい環境づくりに

努め、学んだ成果を生かした活躍ができるように支援をすることで、生涯

を通じた学びの実現を図ります。 

 

● 多元的なネットワークを活用して学習情報を収集しつつ、「広報やまも

と」等の広報誌や町の公式ウェブサイトを効果的に活用することにより、

町民等が望む学習の情報を、適切な形で提供することができるように努め

ます。 

また、様々な情報に触れることにつながり、より心を豊かにしてくれる

読書の推進を図るため、図書に慣れ親しむ環境を整備します。 

  

● 「青少年劇場小公演」や「宮城県巡回小劇場」など、児童生徒が文化芸

術に触れる機会の充実を図り、実際に町民が参加する参画型文化芸術活動

の支援に努めます。 

 

● 学びの成果の発表の場を提供するため、「町民文化祭」や「公民館まつ

り」などへの積極的な参加を呼びかけるとともに、関係機関や団体と連携

しながら、年齢や性別、障害の有無にかかわらず、学んだことをもとに地

域活動で活躍する機会を拡充させることで、共に生きる共生社会の実現を

目指します。 

                      

（2）生涯スポーツ社会の実現に向けた環境の充実 

● スポーツ系施設の設備の充実を図るとともに、学校施設の開放等を活用

しながら、スポーツに親しむことができる環境を多角的な視点で確保し、

誰もが充実したスポーツライフを送り、心身を健康に育むことができる社

会を目指します。                          

 

● スポーツのもつ楽しさや魅力を発信し、町民がスポーツのよさを享受す

るための主体的な行動の促進を目的に、「山元町健康スポーツ推進条例」を

制定し、スポーツを通じた人づくり・地域づくりの推進につなげ、町民の

重点的事項９ 

※15 
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幸福と健康づくりを目指します。 

  

● ニーズに応じた様々なイベント等の開催や、その支援をすることで、地

域の一体感や活力を醸成し、健康な生活を営もうとする地域コミュニティ

づくりを推進します。 

 

● 地震の被害などにより使用を見合わせている町民体育館については、一

日も早い復旧を実現するとともに、代替施設を有効利用しながら、すべて

の町民が健やかなスポーツライフを送ることができるよう環境を整えてい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 山元町長杯少年野球交流大会 

 ニュースポーツ体験会 

 山元町町民文化祭 

 公民館講座 
「ばあちゃるとりっぷ」 



51 

 

 

基本方向 ８  防災教育をとおした命を守る意識の高揚 

 

（１）防災教育の推進・充実 

● 東日本大震災の津波により、本町の社会基盤は壊滅的な被害を受け、

637 名の尊い命が失われました。近年は異常気象により水害や土砂災害等

が頻発していることからも、町民一人ひとりが身近に災害が存在すること

を理解し、災害発生時にどのように対応すべきか、また、常に防災や減災

の意識を持ち続ける必要性を促すため、被災地ならではの充実した防災教

育を推進していきます。 

 

● 過去の災害や東日本大震災から得た知恵や教訓を学び、現在から未来へ

と伝えつないでいくことで、記憶の風化や同じ悲劇を繰り返さないための

大きな役割を果たします。そのため、本町の被災状況を正しく理解し、伝

えていくための震災伝承活動を支援していきます。 

 

（2）地域の自主防災訓練や町総合防災訓練への参加 

● 児童生徒と町民が一体となった防災訓練を計画し、町内の小・中学校等

の防災主任で組織される防災担当者会と連携を図り、新しい防災対策や情

報を取り入れながら、効果の高い防災訓練の実施に取り組んでいきます。 

 

● 防災訓練などを通じて、あらゆる人々が災害対応業務の一端を担うこと

により、災害発生時における自助・共助の在り方を学び、日頃から自ら主

体的な行動を取ろうとする意識を高めていくことを目指します。 

 

（3）震災遺構・防災拠点の利活用 

● 本町の防災教育の拠点施設である「震災遺構中浜小学校」や防災拠点

「つばめの杜ひだまりホール」などを最大限活用し、広く防災学習の機会

を提供します。 

 

● 震災遺構中浜小学校では、語り部ガイドによる案内とともに現地を見学

するだけではなく、予備知識を得るためのオンライン授業や、事前・事後

学習にも利用できる防災学習ワークブックの活用によって災害に対する理

解を深めるとともに、学校や家庭での学習機会を提供します。 

 

● つばめの杜ひだまりホールでは、防災情報コーナーでの学習機会の提供

のほか、防災用品備蓄庫やマンホールトイレ、耐震性貯水槽、かまどベン

チ等の見学や設営体験を通じ、災害発生時に円滑な避難所運営等が行える

よう努めます。 

重点的事項 10 
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3 重点的事項 
本計画をより実行的に推進するために、令和 4 年度から令和 8 年度までの 5

年間で、ここにあげる 10 の重点的事項を中心に取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳教育の推進    
 

重点的 
事 項 

１ 

いじめ・不登校への対応 
 

重点的 
事 項 

2 

基礎的・基本的な知識・技能の定着と活 

用する力の伸長 

 
 

重点的 
事 項 

3 

ICT教育の推進 
 

重点的 
事 項 

4 

知育・徳育にもつながる基本的生活習慣 

の定着 
 

重点的 
事 項 

5 

「みのりプロジェクト推進事業」の推進 
 

重点的 
事 項 

6 

コミュニティ・スクールの導入と地域学校 

協働本部の連携 
 

重点的 
事 項 

7 

伝統・文化の尊重と理解 
 

重点的 
事 項 

8 

生涯スポーツ社会の実現に向けた環境の 

充実 

 

 
 

9 
重点的 
事 項 

防災教育の推進・充実 
 

重点的 
事 項 

10 

≪ 重 点 的 事 項 ≫ 

https://1.bp.blogspot.com/-y7U8H-UZ4ig/Xbo6Qp1K2CI/AAAAAAABVvs/pY4AVlGkO2QdWUdHw0gy-tbwjUSB9KAdwCNcBGAsYHQ/s1600/yaruki_aru_school_little_boy.png
http://www.irasutoya.com/2018/10/blog-post_603.html
https://1.bp.blogspot.com/-lnTfto5t7ys/Xbo6Qy_4UXI/AAAAAAABVvw/uG1VBqPa1swg6DN3Oq2QbZe2tBFdjta-wCNcBGAsYHQ/s1600/yaruki_aru_school_little_girl.png
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 SDGs（Sustainable Development Goals : 持続可能な開発目標）は、平成２

７年（２０１５年）９月の国連総会で採択された「持続可能な開発のための２

０３０アジェンダ」に掲げられた経済・社会・環境の 3 つのバランスが取れた

社会を目指すための国際社会における総合目標です。 

 この SDGs は、発展途上国だけでなく、先進国も含めた全て国々や人々を対

象としており、令和１２年（２０３０年）までに持続可能な世界を実現するた

めの１７のゴール、１６９のターゲットで構成され、「誰一人取り残さない」

社会の実現を目指し、達成に向けてすべての人々が SDGs を理解し、それぞれ

の立場で主体的に行動することが求められています。特に、ゴール４は「質の

高い教育をみんなに」を目標として、すべての人々に包摂的かつ公正で質の高

い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する施策を講じることを定めていま

す。 

 また、SDGs には ESD（Education for Sustainable Development : 持続可能

な開発のための教育）について記載されており、持続可能な社会を創造してい

くことを目指す学習や活動の実践は、SDGs１７のゴール全ての目標達成に貢

献するものと言われており、ESD の推進自体が SDGs 達成の重要な要素である

といえます。 

 本計画においても、SDGs の達成を目指し、基本施策との関連を明示してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参照】 SDGsとの関連 

 

山元中学校「給食配膳の様子」 山下小学校「１年生を迎える会」 
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https://japansdgs.net/target01/
https://japansdgs.net/target02/
https://japansdgs.net/target03/
https://japansdgs.net/target04/
https://japansdgs.net/target05/
https://japansdgs.net/target06/
https://japansdgs.net/target07/
https://japansdgs.net/target08/
https://japansdgs.net/target09/
https://japansdgs.net/target10/
https://japansdgs.net/target11/
https://japansdgs.net/target12/
https://japansdgs.net/target13/
https://japansdgs.net/target14/
https://japansdgs.net/target15/
https://japansdgs.net/target16/
https://japansdgs.net/target17/

